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健
康
で
楽
し
い
生
活
を

管
理
に
h

は
と
く
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

写
真
の
結
綬
住
民
検
診
も
そ
の
ひ
と

つ
。
こ
と
し
も
七
月
十

一
日
か
ら
二
十

日
ま
で
各
部
落
に
出
向
い
て
実
施
し
ま

し
た
が
、
検
診
率
は
昨
年
よ
り
よ
く
町

民
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

病
気
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
、
早
期
発
見
が
か

ん
じ
ん
で
す
。ノ
何
で
行
な
う
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
積

極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

'72年

8月号

早
期
発
見
が
か
ん
じ
ん
で
す

町
民
が
健
康
で
楽
し
い
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
に

と
、
町
で
は
各
組
の
住
民
検
診
や
予
防
接
種
、
健

康
相
談
の
実
施
、
国
保
病
院
の
充
実
、
保
健
婦
業
務

の
強
化
、
老
人
医
療
費
の
無
料
他
な
ど
町
民
の
健
康

(町民憲章より)健康で、勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

/ 
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み
な
さ
ん
の
住

居
や
資
格
に
関
す

る
こ
と
を
記
録
し

て
お
く

『住
民
基

本
台
帳
』
l
こ
の

台
帳
を
よ
り
正
確

な
も
の
に
す
る
た

め
、
こ
と
し
か
ら

二
年
計
画
で
町
内

の
全
世
帯
を
対
卑

に
実
態
調
査
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

証夏蚕本台帳y

帳

一
年
計
画
で
実
態
調
査

住
民
基
本
台
帳
は
、
昭
和
四
十
二
年

十
一
月
に
施
行
さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳

法
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
住
民
登
録
、
国

民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
選
挙
、
米

の
登
録
、
学
齢
児
童
生
徒
の
届
け
出
な

ど
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
係
を
全
部
ま

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
を

住
民
届
の
係
へ
住
号
L
関
す
る
届
け
出

を
す
る
だ
け
で
す
べ
て
の
手
続
き
が
済

む
よ
う
に
改
善
さ

れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
台
帳
に
よ

り
、
町
民
の
み
な

さ
ん
が
便
利
に
な

っ
た
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
正
確
な
記
録

を
整
備
し
て
お
く

こ
と
で
行
政
を
適

正
に
能
率
的
に
行

な
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
移
動
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福祉年金が大幅引き上げJ

改善された国民年金|

お年寄りに明るいニュース

議
会
が
会
識
を
開
き
議
会
の
権
限

と
し
て
議
案
を
審
議
討
論
し
こ
れ
を

議
決
す
る
場
合
、
多
数
者
の
意
思
を

も
っ
て
議
会
の
意
思
と
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
『過
半
数
の
原
則
』

に
つ
い
て
説
明

し

ま

す

。

議

こ
の
原
則
は

民
主
主
義
の
根
本
と
な
っ
て

お
り
、
代
議
政
治
を
認
め
て

い
る
国
は
み
な
こ
の
原
則
に

よ
っ
て
い
ま
す
。

過
半
数
が
な
ぜ
よ
い
か
と

議会の知識7l

移
動
が
あ
っ
一

た
場
合
は
必
ず
一

十
四
日
以
内
に

届
け
出
よ
う

パ

r 

が
あ
っ
て
も
こ
の
屈
け
を
怠
っ
て
い
る

人
が
い
る
た
め
、
五
年
ご
と
に
全
固
い

っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
る
国
勢
調
査
と
大

き
な
差
異
を
生
じ
て
い
ま
す
。
四
十
五

年
の
園
調
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
の
人

口
よ
り
一

O
%以
上
も
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
移
動
届
け
を
出
さ
な

い
で
い
る
と
、
選
挙
な
ど
た
い
せ
つ
な

権
利
を
行
使
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、

み
な
さ
ん
の
不
利
益
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。住
民
基
本
台
帳
は
、
住
民
ひ
と
り
ひ

と
り
に
必
ず
つ
い
て
ま
わ
る
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
転
入
、
転
出
、
転
居

な
ど
の
移
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す
み

や
か
に
届
け
出
る
こ
と
を
再
認
識
し
た

い
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
届
け

は
法
律
で
十
四
日
以
内
と
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
と
し
の
実
態
調
査
は
、
市
街
地
を

除
い
た
部
落
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

八
月
中
に
調
査
員
が
鼓
措
会
長
さ
ん

か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
し
、
疑
問
な
点

が
あ
っ
た
場
合
各
戸
に
伺
い
ま
す
の
で

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

/村
瀬
正
四
さ
ん
の

乳
牛
に
最
高
位
賞

酪
良
の
振
興
に
!
と
、
毎
年
町
と
農

協
共
催
で
開
か
れ
て
い
る
今
金
町

家
畜
共
進
会
は
、
こ
と
し
で
十
回

目
。
町
内
各
地
区
の
予
選
を
通
っ

た
乳
牛
二
十
六
頭
と
馬
十
三
頭
が

出
陳
さ
れ
、
七
月
二
十
五
日
家
畜

市
場
で
閃
か
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
手
入
れ
を
つ
づ
け

た
飼
い
主
た
ち
が
見
守
る
主
か
で

外
ぼ
う
、
色
つ
や
、
乳
器
、
背
線
、

ス
タ
イ
ル
な
ど
の
個
体
審
査
と
比

較
審
査
に
よ
り
入
賞
を
競
い
ま
し

た。

多
く
の
お
年
寄
り
た
ち
か
ら
早
期
実
現
が
待
た
れ
て
い
た
福
祉
年
金
の

大
幅
改
善
を
は
じ
め
と
し
た
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
法
案
が
成
立
し
ま

し
た
。今
回
の
改
正
内
容
は
、
老
齢
福
祉
年
金
の
額
の
引
き
上
げ
を
は
巳
め
と

す
る
各
種
年
金
の
額
の
引
き
上
げ
と
所
得
制
限
の
犬
幅
緩
和
な
ど
を
盛
り

こ
ん
だ
画
期
的
な
改
善
で
、
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
と
っ
て
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
今
回
改
正
さ
れ
た
お
も
告
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

福
祉
年
金
の
額
の
引
き
上
げ

マ
老
齢
福
祉
年
金

二
万
七
千
六
百
円
(
月
二
千
三
百
円
)

か
ら
三
万
九
千
六
百
円
(
月
三
千
三
百

円
)
に

マ
障
害
福
祉
年
金

四
万
八
百
円
(
月
三
千
四
百
円
)
か

ら
六
万
円
(
月
五
千
円
)
に

マ
母
子
、
準
母
子
福
祉
年
金

三
万
四
千
八
百
円
(
月
一
一
千
九
百
円
)

い
う
の
は
、
教
育
が
普
及
さ
れ
知
識

が
平
均
化
さ
れ
て
国
民
が
法
律
上
平

等
と
さ
れ
て
い
る
現
在
、
多
数
の
普

と
す
る
と
こ
ろ
に
真
理
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

決

は

多

数

決

地
方
自
治
法
で
は
、
出
席
議
員
の

過
半
数
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た

『可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
が
決

す
る
』
と
い
う
議
長
の
『
裁
決
権
』

に
よ
り
、
過
半
数
議
決
の
と
き
に
は

か
ら
五
万

一
千
六
百
円
(
月
四
千
三
百

円
)
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ー
し

た
。こ

の
引
き
上
げ
は
、
本
年
十
月
分
の

年
金
か
ら
で
す
。

所

得

制

限

の

緩

和

福
祉
年
金
は
、
全
額
国
の
費
用
で
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
比
較
的
生
活

に
ゆ
と
り
の
あ
る
人
は
支
給
が
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
所
得
制

議
長
は
出
席
議
員
に
古
ま
れ
ま
せ
ん
。

な
台
、
重
要
事
項
や
特
殊
事
項
に

つ
い
て
は

『特
別
多
数
議
決
』
の
規

定
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
①
役
場
事
務
所
の
位
置

の
条
例
②
秘
密
会
の
閥

で

催

③

重

要

な

公

の

施

設

の
廃
止
な
ど
三
分
の

二
以
上
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
も
の

や
①
議
員
の
除
名
処
分
②
町
長
の
不

信
任
議
決
な
ど
三
分
の
こ
以
上
の

出
席
で
四
分
の
三
以
上
の
賛
成
を
必

要
と
す
る
議
決
が
あ
り
ま
す
。

八
月
に
大
野
町
で
聞
か
れ
る
道
南
大

6、、持 ι、

〆
限
は
年
々
ゆ
る
め
ら
れ
て
台
り
、
今
回

も
次
の
と
お
り
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

マ
扶
養
義
務
者
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得

制
限
の
緩
和

扶
養
義
務
者
が
五
人
い
る
場
合
の
収

入
が
百
八
十
万
円
か
ら
二
百
五
十
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
~
。

ヤ
受
給
権
者
本
人
に
砂
λ
あ
る
場
合
の

所
得
制
限
の
緩
和

・
老
齢
台
よ
び
降
客
福
祉
年
金
を
受
け

て
い
る
人
の
所
得
制
限
限
度
額
は
、
三

十
五
万
円
か
ら
三
十
八
万
円
に
、
ま
た

扶
養
親
族
が

一
人
の
と
き
は
五
十
万
五

千
円
に
、
二
人
目
か
ら
は
十
三
万
五
千

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
母
子
、
準
母
子
福
祉
年
金
を

受
け
て
い
る
人
の
所
得
制
限
限
度
額
は

八
十
万
一
千
五
百
円
か
ら
九
十
九
万
五

千
七
百
五
十
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
扶
養
親
族
一
人
ま
す
ご
と

に
十
三
万
五
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

マ
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
に
対
す

る
制
限
の
緩
和

新
農
業
委
員
決
ま
る

新
し
い
農
業
委
員
会
委
員
が
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
な
台
、
会
長
に

は
清
水
健
次
さ
ん
、
会
長
代
理
に
渡
辺

二
郎
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

マ
公
選
委
員
遠
藤
東
(
中
里
)
伊

藤
実
(
神
丘
)
田
中
秀
雄
(
白
石
)
中

島
竹
市
(
住
吉
)
阪
弁
好
(
八
東
)
岸

毎月 5日と20日は行政相談日

気軽に相談を

行政相談委員は津島一良さん

(本町・電話 @-0907)です

最高位賞、村瀬さんの坑牛

会
へ
の
出
場
審
査
も
か
ね
て
い
る
と
あ

っ
て
念
入
り
な
採
点
が
行
な
わ
れ
、
次

の
と
お
り
優
勝
牛
馬
が
決
ま
り
ま
し
た
。

〈〉
乳
牛
の
部

マ
一
部
(
七
カ
月
十
二
カ
月
未
満
)

イ
ン
タ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

(
八
束

・
境
田
初
夫
)
守
二
部
(
十
二

カ
月

l
十
七
カ
月
未
満
)
グ
レ

i
ス
ケ

リ
l
ス
ノ
l
(
日
進
・
村
瀬
正
四
)
マ

三
部
(
十
七
カ
月
l
未
経
産
)
ミ
ュ

l

チ
ュ
ア
ル
マ

l
セ
l
ズ
プ
ラ
イ
ド
ケ
リ

l

(
日
進
・
村
瀬
正
四

)
H牛
の
部
最

高
位
賞
マ
四
部
(
経
産
牛
)
ウ
ォ

l
カ

l
フ
ォ
l
プ
ス
ヘ
ン
ド
リ
カ
(
日
進
・

長
谷
川
敬
二

。
馬
の
部

マ
一
部
(
二
歳
)
第
三
福
姫
(
鈴
金

白
井
武
雄
)
守
二
部
(
三
、
四
歳
)
律

呂
(
八
束
・
村
瀬
惣
重
郎
)
H馬
の
部

最
高
位
賞
マ
三
部
(
三
歳
以
上
)
第
三

富
士
(
八
束
・
村
上
幸
雄
)

戦
争
公
務
に
よ
る
扶
助
料
な
と
を
受

け
て
い
る
場
合
で
階
級
が
中
尉
相
当
以

下
の
人
は
、
福
祉
年
金
も
全
額
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
普

通
扶
助
料
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
で
、

そ
の
額
が
六
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
は

差
額
分
だ
け
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
年

十
月
分
か
ら
で
す
。

拠
出
年
金
の
額
の
引
き
上
げ

マ
障
害
年
金

一
級
の
場
合
は
十
二
万
円
(
月
一
万

円
)
か
ら
十
三
万
二
千
円
(
月
一
万

一

千
円
)
に
、

二
級
の
場
合
は
九
万
六
千

円
(
月
八
千
円
)
か
ら
十
万
五
千
六
百

円
(
月
八
千
八
百
円
)
に

マ
母
子
、
準
母
子
、
遺
児
年
金

九
万
一
千
一
一
百
円
(
月
七
千
六
百
円
)

か
ら
十
万
八
百
円
(
月
八
千
四
百
円
)

に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
引
き
よ
け
は
、
本
年
七
月
分
の

年
金
か
ら
で
す
。

本
輝
義
(
鈴
金
)
猪
股
敬
-
一
(
稲
穂
)

曽
我
井
寛
治
(
神
丘
)
本
国
初
雄
(
A
7

金
)
吉
田
七
三一

(
神
丘
)

マ
磯
会
推
薦
委
員
岸
普
次
郎
(
樋

川
)
水
上
英
治
(
鈴
金
)
渡
辺
二
郎
(

極
川
)
マ
農
協
推
薦
委
員
清
水
健
次
(
種

マ
共
済
組
合
推
鵬
委
員

(
鈴
金
)

笹
森
武
雄
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長4
， 

町づく

も積極的に

火災のなし

講習会や座談会

みんな

で協力

全
世
帯
加
入
で
部
落
の
守
り

美
利
河
婦
人
防

火
ク
ラ
フ
会
長

消
火
器
取
り
扱
い
の
実
地
指
導
を
受
一

け
る
美
利
河
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
。
万

一

の
こ
と
を
考
え
、
み
な
真
剣
だ
。

防
I 人
火
ーク
ラ
ブ

ぇ，f
d

f

a

r

d

f

d

f

d

f

d

'

a

d

f

~

γ

家
庭
内
か
ら
火
を
出
さ
な
い
よ
う
お
互
い
に
勉
強
し
よ
う
と
、
町
内
へ

』
に
は
現
在
、
美
利
河
、
花
石
、
種
川
、
今
金
の
四
つ
の
婦
人
防
火
ヲ
ラ
7

A

へ
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
防
火
の
話
し
合
い
在
し
た
り
消
火
器
取
り
扱
一

一

い

の

実

験

、

防

火

診

断

主

ど

の

活

動

を

し

て

い

ま

す

。

一

t
a
f
t
-
，r
t
t
，fa
f
d
，. 

私
た
ち
の
働
腎
に
と
っ
て
、
最
も
た

い
せ
つ
で
一

巳
J

欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
こ
と
は
止
を
憧
う
こ
と
で
す
。

最
近
は
、
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
の
よ

う
に
、
灯
油
F
/
つ
去
、
電
気
な
ど
を
使

う
器
具
が
た
，
さ
ん
出
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
器
具
は
、
た
い
へ
ん
便
利

で
構
造
も
簡
単
で
す
が
ち
ょ
っ
と
使
い

方
を
誤
る
と
、
と
き
に
最
も
恐
ろ
し
い

火
災
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
、
直
接
火
を
扱
う
機
会
の
多
い

の
が
家
庭
の
主
婦
。

い
く
ら
河
防
力
を
充
実
し
て
も
、
要

は
H

火
を
出
さ
な
い
注
意
'

と
μ

万
一
火
を
出
し
て
も

あ
わ
て
な
い
で
処
理
す
る

こ
と
々
が
た
い
一
せ
つ
で
す
。

火
災
は
、
台
互
い
の
協

力
が
か
ん
む
ん
で
、
あ
る

程
度
の
共
同
責
任
を
伴
う

も
の
で
す
。
ひ
と
り
で
も

不
注
意
告
人
が
い
た
ら
お

し
ま
い
で
す
。

美
利
河
で
は
全
家
庭
の
主
婦
が
加
入

し
て
い
ま
す
が
、
最
も
家
屋
が
密
集
し

て
い
る
今
金
市
街
地
は
、
ま
だ
加
入
し

て
い
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
q

町
内
会
、
部
落
合
ご
と
で
も
け
つ
こ

う
で
す
。
み
ん
な
が
加
入
し
て
、
お
互

い
で
話
し
合
い
助
け
合
っ
て
明
る
く
住

み
よ
い
郷
土
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

町
と
消
防
団
で
も
い
ろ
い
ろ
な
機
会

を
通
じ
て
、
講
習
会
や
座
談
会
な
ど
積

極
的
に
行
な
っ
て
い
く
計
画
で
す
。
希

望
が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す
。
ど
し
ど
し
要

請
し
て
く
だ
さ
い
。

五
千
四
百
万
円
が
灰
に

過
去
十
カ
年
の

ち
ょ
っ
と
し

た

不

注

意

[ 5 J 

火
災
の
ほ
ん
と
う
の
恐
ろ
し
き
は
、

体
験
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
せ
っ
か
く
苦
労
し
て
築
い

た
家
も
、
財
産
も
、
わ
ず
か
十
数
分
で

灰
に
、
さ
ら
に
と
う
と
い
生
命
ま
で
も

奪
っ
て
し
ま
う
こ
れ
が
火
災
な
の
で

す
。
こ
の
恐
ろ
し
い
火
災
が
今
金
町
で

過
去
十
カ
年
の
問
に
損
害
の
あ
っ
た
も

の
だ
け
で
建
物
、
林
野
合
わ
せ
て
六
十

二
件
(
別
表
参
照
)
発
生
し
て
い
ま
す
。

気
象
条
件
や
消
防
団
の
活
躍
な
ど
か

ら
幸
い
目
だ
っ
た
大
火
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
損
害
額
は
記
憶
も
新
た
な
神

丘
小
中
学
校
の
焼
失
を
は
じ
め
、
約
五

千
四
百
二
十
万
円
の
多
額
に
及
ん
で
い

ま
す
。ま
た
、
月
別
に
み
ま
す
と
火
を
扱
う

機
会
内
多
い
十
月
か
ら
五
月
ま
で
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
は
、
ス
ト
ー
ブ
、
煙
筒
の

過
熱
、
タ
パ
コ
、
た
き
火
の
不
始
末
、

石
油
、
プ
ロ
パ
ン
に

i引

よ
る
失
火
、
子
ど
も
肋ー

の
火
遊
び
な
ど

J
り

去

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
H

ゅ

に
よ
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

恐
ろ
し
い
火
災
も

私
た
ち
の
心
が
け
し

だ
い
で
防
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

松

尾

フ
ジ
ノ

町
の
は
ず
れ
に
あ
る
私
た
ち
の
部
落

は
、
学
校
を
中
心
に
し
て
九
十
戸
足
ら

ず
。
設
備
も
あ
ま
り
な
く
隣
へ
行
く
の

に
十
分
も
か
か

っ
て
し
ま
う
状
態
で
す
。

万
一

、
火
災
が
起
き
た
ら
連
絡
す
る

前
に
全
焼
、
冬
は
積
雪
も
多
く
消
火
な

ん
て
と
て
も
不
可
能
で
、
し
か
も
大
半

の
家
の
男
手
は
仕
事
に
出
て
不
在
で
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
家
庭
を
守
る

主
婦
が
ど

A
な
小
さ
な
こ
と
で
も
細
心

の
注
意
を
は
ら
い
、
絶
対
に
火
を
出
さ

な
い
よ
う
に
し
よ
う
!
と
、
昭
和
四
十

γ、 ;-元〆
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四
つ
の
チ
ェ
、y

ク

家

庭

で

不

注

意

火

災

を

防

ぐ

ヒ

ケ

ツ

{場
所
が
危
険
で
な
い
か
V

@
ス
ト
ー
ブ
や
火
熱
器
具
を
使
う
場

所
は
広
い
か
@
燃
え
や
す
い
も
の
が
そ

ば
に
な
い
か
@
撃
理
整
と
ん
が
行
き
と

ど
H
V

て
い
る
か

〈器
具
は
安
全
か
}

年区分
出火'件数 損害

建物林里子 言十 見積額

千円

37 5 1 6 6，368 

38 7 。7 2，568 
39 5 。5 521 
40 8 1 9 2，181 

41 日 2 8 3，202 

42 6 。6 3，097 
43 3 5 8 6，550 

44 5 。5 I 24，854 
45 4 。4 4，198 
46 3 1 4 661 

言十 52 10 62 54， 200 

今金町の火災記録

11 

四
年
七
月
、
当
時
の
婦
人
会
の
役
員
の

方
が
率
先
し
て
、
二
戸
一
戸
の
主
婦
に

呼
び
か
け
全
戸
加
入
の
防
火
ク
ラ
ブ
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
年
一
回
の
総
会
を
兼
ね
た

研
修
会
で
は
、
消
防
団
本
部
か
ら
防
火

に
対
す
る
心
掛
け
や
消
火
器
の
実
地
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
家
庭

に
消
火
器
を
備
え
る
な
ど
日
常
生
活
の

な
か
で
も
火
の
元
を
し
っ
か
り
守
る
こ

と
を
再
認
識
し
な
が
ら
、
主
婦
み
ん
な

で
手
と
手
を
つ
な
ぎ
合
っ
て
安
心
し
て

生
活
で
き
る
部
落
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
今
金
町
全
戸
で
こ
の
よ

う
な
防
火
ク
ラ
プ
を
結
成
し
て
も
ら
い

お
互
い
に
勉
強
し
あ
い
た
い
も
の
で
す
。

臨嵩誕開局鍾蝿事鍾睡調獄脳量畢姐

煙
は
空
気
と
ほ
ぼ
同
じ
重
さ
で

す
が
火
災
の
と
き
は
暖
ま
っ
て
い

る
の
で
、
一
秒
間
に
三
l
五
引
の

速
さ
で
上
に
昇
り
ま
す
。
横
に
は

一
分
間
に
二
十
l
三
十
引
の
速
さ

で
広
が
り
、
煙
の
粍
け
口
が
奇
い

と
下
に
も
さ
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大

量
の
煙
が
広
が
っ
て

ち
ょ
っ
と
で
も
避
難

が
遅
れ
る
と
、
大
阪

の
千
日
デ
パ
ー
ト
火

災
の
よ
う
に
煙
だ
け

で
お
お
ぜ
い
の
人
が

一
度
に
死
亡
し
て
し

ま
い
ま
す
。

煙
か
ら
命
を
守
る

た
め
に
、
次
の
こ
と

吟命を守ろう

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ
火
災
が
発
生
し
た

と
き
、
煙
を
兄
た

ら
姿
勢
を
低
く
し

て
す
ぐ
逃
げ
る
。

マ
い
っ
た
ん
外
に
訓
明
け
た
ら
、
絶

対
物
を
と
り
に
も
ど
ら
な
い
。

マ
煙
感
知
器
な
ど
火
災
を
早
く
キ

ヤ

y

チ
す
る
器
具
を
備
え
る
。

マ
は
し
こ
や
ロ

i
プ
な
ど
避
難
器

具
を
備
え
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
訓

練
す
る
。

火災@
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
ゴ
ム
ホ
l
ス
が
焦

げ
て
い
た
り
古
く
な
っ
て
ひ
び
が
入
っ

て
い
た
り
、
ま
た
、
締
付
部
に
ゆ
る
み

が
苦
い
か
@
電
気
器
具
の
コ

l
ド
の
被

ふ
く
が
や
ぷ
れ
て
中
の
電
線
が
で
て
い

た
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
、
ス
イ
γ
チ
が
破

損
し
て
い
な
い
か
@
弔
気
ア
ン
カ
の
温

度
調
整
器
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
パ
ル
プ

に
故
障
が
な
い
か

〈使
い
方
は
E
し
い
か
}

@
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
と
き

や
持
ち
運
び
す
る
と
き
に
は
、
必
芋
火

を
消
し
て
い
る
か
@
ひ
と
つ
の
ソ
ケ
ッ

ト
か
ら
タ
コ
足
配
線
を
し
て
い
な
い
か

@
石
油
コ
ン
ロ
な
ど
を
任
の
上
で
じ
か

に
使
っ
て
い
な
い
か
。
盛
突
掃
除
を
ま

め
に
し
て
い
る
か

{あ
と
始
末
は
完
全
か
〉

。
使
っ
た
あ
と
電
気
ア
イ
ロ
ン
や
コ

ン
ロ
の
差
し
込
み
は
抜
い
て
い
る
か
@

ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
っ
た
あ
と
は
元
せ
ん

を
し
め
て
い
る
か
@
外
出
す
る
と
き
、

寝
る
と
き
火
の
気
が
残
っ
て
い
な
い
か



司

十
六
日
は
、
約
八
十
人
の
腎
年
た
ち

が
集
ま
り
招
待
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
。

な
か
に
は
初
め
て
の
人
も
い
ま
し
た

が
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ガ
ー
タ
ー
に
一
喜

一
憂
。
日
ご
ろ
の
仕
事
の
疲
れ
も
忘
れ

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
し
ゲ
l
ム
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

『
男
性
は
、
一
度
決
め
た
職
業
は
や

り
と
お
す
気
慨
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
た

ほ
う
が
よ
い
結
果
が
で
る
と
思
う
』

『サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
構
成
員
に

な
る
こ
と
に
よ
り
、
礼
儀
も
自
棋
に
身

に
つ
く
の
で
は
な
い
か
』

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
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つ
ど
い

青
少
年
の

勤
労

若いエネルギーを発散

声鍾をパ γウに思い切りゴロゴロ

J八 /
IWC， 
ム、
口

一位

で
惜
し
く
も
ー
ツ
桧
山
大
会

道
民
ス
ポ

谷
明
。
総
合
成
績

①
奥
尻
町
②
今
金
町
⑤
厚
沢
部
町
④

上
ノ
国
町
⑤
江
差
町

第
四
国
道
民
ス
ポ
ー
ツ
桧
山
大
会
は

第
二
十
五
回
全
桧
山
菅
年
体
育
大
会
を

兼
ね
て
七
月
二
十
三
日
、
江
差
、
よ
ノ

園
、
厚
沢
部
の
三
町
を
会
場
に
聞
か
れ

ま
し
た
。

第
一
回
、
三
回
大
会
に
総
合
優
勝
し

て
い
る
今
金
町
選
手
団
は
、
こ
と
し
も

百
十
一
人
を
送
り
陸
上
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
剣
道
な
ど
に
大
活
蹴
し
ま
し
た
が

総
合
で
は
接
戦
の
末
、
奥
尻
町
に
続
き

二
位
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

お
も
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
陸
上

総
合
一
位

(
青
年
男
子
)
マ
八
百
M

①
伊
藤

修
守
十
J
レ
l
ス

@

運

茂

マ

走

り

高
と
ぴ
、

三
段
と
ぴ
@
祈
地
邦
夫

(
一
般
女
子
)
マ
四
百
日
リ
レ
ー

の
ヰ
金
マ
砲
丸
投
げ
①
狩
野
素
子

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

総
合
一
位

(
女
子
)
一
位
(
マ
マ
さ
ん
)
一
位

。
剣
道
総
合
二
位

(青
年
)

一
位
(
苛
年
個
人
)
⑦
染

ラジオの用意

b家のまわりの下水や側溝の流れをよくしよう

集中豪雨のシーズン

ス
ポ
ー
ツ
教
室

気
軽
に
参
加
し
よ
う

ローソク、

く
て
も
地
元
で
楽
し
く
勤
め
れ
る
の
で

は
な
い
か
』

『サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
な
仕
事
よ
り
、

自
分
の
技
術
を
身
に
つ
け
一
本
立
ち
で

き
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
』

『町
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
少
し
専
門

化
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
な
気
eか
す
る
。

も
っ
と
初
心
者
も
参
加
で
き
指
導
し
て

く
れ
る
よ
う
主
体
制
に
し
て
ほ
し
い
』

な
ど
の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
こ
れ

に
対
し
助
言
者
か
ら

『青
少
年
会
館
や
公
民
税
、
ス
ポ
ー

ツ
教
室
な
ど
気
軽
に
利
用
で
き
る
も
の

に
積
極
的
に
飛
び
こ
ん
で
い
く
姿
勢
も

た
い
せ
つ
だ
』

七
月
十
五
日
は
勤
労
青
少
年
の
日

こ
の
目
安
有
定
義
に
と
、
十
五
、
十

六
均
二
日
間
、
町
内
で
桧
山
支
庁
主
催

の
H

勤
労
野
少
年
に
感
謝
す
る
つ
ど
い
H

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

十
五
日
は
、
産
業
会
館
に
男
女
五
人

ず
つ
の
勤
労
青
少
年
を
招
い
て
、
桧
山

支
庁
長
、
町
長
、
教
育
長
、
商
工
会
長

ら
が
助
言
者
に
な
り

『背
年
た
ち
が
臓

場
で
何
を
考
え
、
ど
ん
な
少
を
持
っ
て

い
る
か
』
を
テ
!
マ
に
懇
談
会
。

青
年
た
ち
か
ら

『勤
労
青
少
年
ホ

I
ム
な
ど
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
施
設
が
あ
れ
ば
話
し
合

い
の
喝
も
で
き
、
都
会
に
あ
こ
が
れ
な

初
心
者
に
基
礎
的
な
技
術
や
ル

l
ル

を
知
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
こ
と
し
も
次
に
よ
り
ス
ポ

l

y
教
室
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た

も
気
軽
に
表
面
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く

は
公
民
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
卓
疎
八
月
中
旬
|
下
旬
、
青
少

年
会
館
、
定
員
三
+
人
マ
婦
人
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
十
月
上
旬
l
十

一
月
下
旬
、

今
金
小
体
育
館
、

三
十
人
マ
部
落
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

十
一
月
下
旬

i
一一月

下
旬
、
花
石
小
、
種
川
中
屋
体
、
五
十

人
マ
基
礎
ス
キ
l

一
月
下
旬

i
一一月

下
旬
、
西
の
社
ス
ロ
ー
プ
、
四
十
人

b気象情報に十分な注意を

p停電に備え懐中電灯、

台風、

P 
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な
ど
は
本
州
の
も
の
に
比
べ
少
し
も
劣

ら
ず
、
む
し
ろ
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
が

道
の
試
験
研
究
機
関
な
ど
の
テ
ス
ト
に

よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
具
や
建
具
、
ス
キ
l
、
合

板
な
ど
の
工
産
品
な
ど
も
す
ぐ
れ
た
古

の
が
多
く
、
全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
道
民
は
、
こ
れ
ら
の
道
産
品

を
実
際
に
味
わ
い
、
使
っ

τみ
て
郷
土

か
ら
生
産
さ
れ
る
も
の
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

道
で
は
、
こ
れ
ら
の
優
良
道
産
品
に

つ
い
て
優
良
道
産
品
推
奨
協
議
会
で
審

査
し
、
特
に
優
良
と
認
め
ら
れ
る
製
品

を
優
良
道
産
品
と
し
て
推
奨
し
て
い
ま

す
。
推
奨
品
に
は
推
奨
マ

l
ク
が
は
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
消
資
者
の
み
な
さ

ん
は
こ
の
マ

l
ク
を
目
安
に
、
安
心
し

て
お
買
い
求
め
で
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
優
良
な
道
産
品
を

大
い
に
愛
用
し
、
生
活
を
豊
か
に
す
る

た
め
役
だ
て
た
い
も
の
で
す
。
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道
産
品
を
愛
用
し
よ
う

明
る
く
美
し
い
町
に
!
と
、
婦
人
会
や
青
年
団
が
中
心

に
な
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る

『花
い
っ
ぱ
い
運
動
、

盛
田
苛
年
団
の
温
床
ゐ
と
の
花
づ
く
り
、

A
7
金
婦
人
会

の
裏
山
花
壇
造
成
、
商
工
会
脊
年
部
の
駅
前
花
壇
、
移
動

フ
ラ
ワ
ー
ポ
y

ク
ス
設
訟
に
続
き
、
日
赤
奉
仕
団
が
今
金

八
幡
宮
の
招
魂
碑
に
花
壇
を
つ
く
る
な
ど
、
赤
、
育
、
貨

の
美
し
い
花
が
咲
き
は
じ
め
る
と
と
も
に
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
家
の
ま
わ
り
を
花
で

う
ず
め
ま
せ
ん
か
。

A豊田青年団の花づくり

推
奨
マ

l
ク
が
目
安

み
主
さ
ん
は
、
お
買
い
も
の
の
き
い

優
良
道
産
推
奨
ロ
聞
を
お
求
め
に
な
る
と

た
い
へ
ん
お
徳
な
こ
と
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
。

最
近
の
道
産
品
は
、
製
造
施
設
や
技

術
が
一
段
と
向
上
し
そ
の
製
品
の
性
能

品
質
な
ど
も
年
々
よ
〈
な
り
、
価
格
も

道
外
品
に
比
べ
割
安
で
、
こ
と
に
北
海

道
の
生
活
に
適
し
た
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。

た
と
え
ば
、
み
そ
、
し
よ
う
ゆ
、
酒

日赤奉仕団V璽よ安らかにーと

lまをふが
し会:える

-事難所統計調査に協力を

9月 l日現在で、第10回自の事
業所統計調査が実施されます。

この調査は3年ごとに行なわれ

ており、会社、工場、商庖、事務

所、病院、学校、旅館、寺院など

すべての事業所が f皐です。

経蛍組J縦、事業所の形服、事業

の種類、従業者数などの基本的な

事項を調査し、経済の実態をはめ

くLて、地域開発計画など行政上

の基礎資料に広〈利周忌れま.す。

調査員が近く対象事業所を肋間

しますのでご協力願います。

.高校生から税の作文を募集

税務署では、高校生のみなさん

から税の作文を募集しています。

手見について日ごろ考えているこ

とや意見主ど税に関するものであ

ればなんでもけっこうです。

l人 l編、 3，000字以内で、 9月

5日までに八雲税務署へ。優秀作

文15編に国税庁長官賞、佳作に国

税局長賞が贈呈されます。

ふるって応募しましょう。

.行くえ不明者相重量所の利用を

道内では、例年約7，500人のひと

がいろいろな事情で家出し、この

なかで昭和35年以来行くえ不明の

方が1万人以上になっています。

行くえのわからないひとのなか

には、犯罪の被害を受けたり、不

帰の客となって身元がわからない

まま無縁仏として葬られている方

もあります。

道警では、このような方を少し

でもなくしようと、ことしも次に

より r行くえ不明者相談所』を聞

きます。もし、ご家族で行〈えの

わからないひとがあ、りご心配の方

は、遠慮なくご相談〈疋さい。

1>9月12日 江差警察署
1>9月13日 八雲警察署
1>9月18-20日 函館中央警察署
b午前 9時半から午後4時まで

お知らせ



子
ど
も
の
人
格
を
認
め
よ
う
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よ
し、

子

を

育

て

る

た

め

に

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ
り
、

こ
の
個
性
が
周
囲
の
人
た
ち
と
調
和
し

て
こ
そ
社
会
生
活
が
り
っ
ぱ
に
維
持
で

き
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
人
聞
は
生
ま

れ
た
と
き
か
ら
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ

た
性
格
を
も
っ
て
い
て
、
そ
の
性
格
は

一
生
変
わ
る
こ
と
が
な
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
性
格

で
も
、
良
い
と
こ
ろ
は
の
ば
し
て
や
り

悪
い
面
は
つ
み
と
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

昔
は
、
親
の
檎
威
か
ら
が
む
し
ゃ
ら

な
教
育
が
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

現
代
で
は
、
幼
児
に
対
す
る
場
合
で
も

お
し
つ
け
教
育
で
は
い
け
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、
ひ
と
り
の
人

間
と
し
て
人
格
を
認
め
て
や
る
こ
と
で

す
。
人
格
と
は
、
ひ
と
が
ら
や
性
格
を

き
し
て
い
う
も
の
で
す
が
、
や
さ
し
い

干
、
根
気
の
強
い
子
、
お
こ
り
っ
ぽ

い

子
な
ど
、
日
常
生
活
の
な
か
で
子
ど
も

自
身
の
性
格
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
は
ず

で
す
。
子
ど
も
を
よ
い
子
に
育
て
る
た

め
に
は
、
そ
の
干
の
性
格
を
つ
か
む
こ

と
が
た
い
せ
つ
な
の
で
す
ロ

ま
た
、
子
ど
も
の
教
育
は
お
し
つ
け

が
い
け
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
自
由
放

任
に
し
て
お
く
こ
と
・
も
よ
い
結
果
を
生

み
ま
せ
ん
。
子
ど
も
一も
ひ
と
り
の
人
間

と
し
て
、
そ
の
言
い
分
や
考
え
方
も
よ

く
聞
い
て
や
り
、
自
分
の
こ
と
は
自
分

の
責
任
で
や
る
と
い
う
心
構
え
を
も
た

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
人
格
を
認
め
て
や
り
、
社

会
の
き
ま
り
の
な
か
で
り
っ
ぱ
に
詳
活

で
き
る
ひ
と
に
な
れ
る
子
ど
も
を
育
て

ま
し
ょ
う
。

納
期
内
に
納
め
よ
う

町

道

民

税

〈
二
期
〉

国
民
健
康
保
険
税

〈
二
期
〉

個

人

事

業

税

〈
一
期
〉

八
月
三
十
一
日
ま
で

、

一ーー一一一ー一一ー一一一一一一一ー一一一ーー一一一一一ーー一一ーー一一一一一一
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労
力
奉
仕
で
校
庭
に
暗
き
ょ
排
水

母
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
は
け
が
よ
く
な

る
よ
う
に
と
、
八
束
苛
年
団
十
七
人
が
汗

の
奉
仕
。
八
東
小
が
町
か
ら
材
料
を
受
け
た

の
を
聞
い
て
、
さ
っ
そ
く
口
っ
て
で
た
も
の

で
、
暑
い
盛
り
の
二
目
問
、
堅
い
土
を
掘
り

起
こ
す
の
に
け
ん
め
い
で
し
た
。

=広報=

トヒ4qyクス

/
舎
這
で
初
め
て
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

情
換
豊
か
辛
子
ど
も
に
と
、
音

梨
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
今
金
小

に
誕
生
。
小
学
校
で
は
珍
し
い
マ
ン

ド
リ
ン
と
手
軽
に
演
奏
で
き
る
ギ
タ

ー
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
メ
ン

バ
ー
は
五
、
六
年
生
の
三
十
人
で
す
。

秋
の
学
芸
会
で
み
ん
な
に
披
露
す

る
の
を
殺
し
み
に
、
黒
田
先
生
の
指

導
で
猛
練
習
し
て
い
ま
す
。

菊
谷
満
弘
(
栄
一
三
男
)
昭
和
町

加
藤
ひ
と
み
(
登
長
女
)
日
出
町

佐
藤
さ
台
り
(
武
夫
二
女
)
大
和
町

渡
辺
雅
人
(
忠
長
男
)
大
和
町

餌

取

寛

(

勇

長

男

)

鈴

金

栗
原
光
治
(
光
信
長
男
)
末
広
町

高
田
繁
樹
(
直
樹
長
男
)
本
町

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

秩

山

か

お

る

(

実

長

女

)

樋

川

犬

塚

一
利
H
奥

村

由

喜

豊

田

発
行
北
海
道
会
盈
町
役
場
編
揮

・
総
務
企
画
課
印
刷

・
長
門
出
版
社

前月に
比べて

人口 10，934 (+17) 

男 5，317 (+13) 

女 5，617 (+0 

世帯 2，767 (+ 4 ) 

C~ 月 30 日現在の)
住民基本台般人口

~ ~Al 

日
下

次

男

H

帰

山

怜

子

大

和

町

中

尾

征

夫
H

木

島

光

子

神

丘

末

藤

春

義
H
松

尾

喜

美

田

代

芳

賀

芳

夫
H

奥

原

啓

子

末

広

町

圏
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

永
井

七
十

四

歳

鈴

金

高

橋

七

十

九

議

樋

川

内

田

七

十

九

歳

日

出

町(
六
月
分
)

発
行

U

8

・
M
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